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資料
関西大学経済学部・経済学会主催
『国富論』刊行200年記念行事をめ
ぐって
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経済学徒にとって， 1976年はアダム・スミスの年であった。スタグフレーションに直面
し，経済学の危機が叫ばれている時期に，「国富論』刊行200年を迎え，内外で盛大に記念
行事が催された。その詳細な記録は，近々発行される経済資料協鏃会の「経済資料研究J
（第12号）に掲載されるそうであるが， 関西大学経済学会においても， 学部の協力をえ
て，別記のようにスミス記念行事を昨年の1月19日，千里山学舎と天六学舎において取り
行った。もともと，記念行事の開催を決めたのが夏期休暇に入る直前の6月23日であった
ので，この種の記念行事にしては，準備不足の恐れなしとはしなかったけれども，あえて
それに踏みきった理由の一つに，本学におけるスミス記念行事の伝統の継承をあげること
ができる。
すなわち，大正12年のアダム・スミス生誕200周年には，同年の6月5日に本学の専任
教員の研究機関である千里山学会が，千里山学舎において記念講演会を開催した。また当
時の予科教授室前，現在の大学院学舎横に10数本の銀杏を記念植樹し，そこから第1学舎
へ向かう通路をスミス・アヴェニューと名付け，講演会終了後，会員一同がそこに立って
記念撮影をしてから，記念晩餐会を開いたことが記録されているl)。
1)『千里山学報』第10号，大正12年6月15日発行， 9-10ペー ジ参照。
なお，講演会の講師と演題は次の通りであった。
戸田省三 大経済学者とそのラヴ・アッフェアー
岩崎卯一 社会学上におけるアダム・スミスの地位
宮島網男 アダム・スミスを中心とする経済学説の変遷
伊東 乃 アダム・スミスの根本思想
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「一昨年スミス生誕200年の際には，東西の学界を通じて，記念講演会，記念出版が行
われたが，今年の『国富論』発刊150周年は関西の一隅において，誠につつましやかな記
念が行われたに過ぎなかった」と，新聞の論説2)をして云わしめた大正15年の『国富論』
刊行150年に際しては，現在の経済学会の母胎であり，丁度その頃創設されたと推測され
る「本学の経済学専攻の有志からなる関西大学経済学会」が，大阪朝日新聞社の後援を得
て，同年3月7日から 9日までの3日間，丸善大阪支店の4階洋書部で， 「スミス「国富
論」出版150年記念組；済学者肖像展覧会」と銘打ってスミス記念行事を催した8)。 また
『国富論』の初版の公刊された日に当たる 3月9日の夕刻には，学外でスミス『国富論」
出版150年記念晩餐会が取り行われ，本学教職員30数名が参加，会員2名による研究報告
の後，ー同食卓を共にしながら，「碩学を偲ぶ交談に時を費し」たそうである4)。
彼らのうち，本学の教授であった社会学者の岩崎と経済学者の宮島の名は比較的よ
く知られているが，講演会の前座をつとめた戸田はまだ法学部の 1回生であった。し
かし彼は，すでに大正10年に行政，翌年には司法と 2科目の国家試験に合格し（三島
律夫「畏友森川太郎君の苦学時代をかたる（その2)」関大校友会編『関大』昭和49
年5月15日発行，後『森川太郎先生の憶い出」昭和51年2月刊に収録），大正15年4月
末には，本学出身者で最初の経済学専攻の留学生としてイギリスに赴き，宮島の紹介
でロンドン大学教授のエドウィン・キャナンの指導を受ける予定であったが（『千里
山学報」第41号， 20ペー ジ）， 昭和2年1月28日， 脳溢血が原因でロンドンに客死し
た薄命の英オであった。
また，経済学士伊東乃は， 『千里山学報」第9号に「アダム・スミス」という論文
を寄稿しており，同誌の編集主任辰巳経世によれば，経済学の新進研究家であったそ
うであるが，この人物についてもそれ以上詳らかでない。
:2)大阪朝日新聞，大正15年3月12日号所収の「スミスの学風に学ベ一国富論発刊150
周年ー一」参照。
3)『千里山学報』第37号（大正15年3月15日発行）及び第38号（同年4月15日発行）参
照。なお，展示された肖像画は欧米古今の経済学者だけでなく，経済学に関係の深い
哲学者，社会学者らも含み，約250点を数えたそうであるが，それらはすべて本学関
係者が直接， 間接収集したものであった。そしていわゆる学術展覧会にもかかわら
ず，非常に盛況であったことが，当時の大阪朝日新聞（大正15年3月8日号）にも報
じられている。
-4)前掲「千里山学報」第38号， 12ペー ジ。 なお， 報告者は前記の戸田省三（テーマは
「アダム・スミスの伝記」）と辰巳経世であった。当日「経済学史上におけるアダム・
スミスの地位」について報告した辰巳は，戸田と同様，本学出身者で大正11年専門部
経済学科を卒業，同年6月に創刊された「千里山学報』の編集主任となり，翌年から
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さて，このように第2次大戦前に，本学の先学達が築きあげたスミス記念行事の伝統を
曲がりなりにも保持すべく—勿論それだけの理由ではないけれども一遅れ馳せなが
ら，記念行事を企画した次第である。
それにもかかわらず，千里山学舎で行われた200年記念講演会の講師として，アダム・
スミスに関心が強くかつ造詣の深い京都大学名誉教授の出口勇蔵先生をおむかえすること
のできたのは，誠に幸運であった。経済学史学会の記念講演会で報告された同じテーマ，
「アダム・スミスにおける人と物」のなかで，スミスの思想の核心を重商主義によって隔絶
された物と人間との関係を再び結びつけ，経済学を普遍的な人間の学として構築した点に
求め，それの源流を辿ってスミスの思息紅）系譜性と独自性を明らかにし，更にスミスから
学び取るべきものと捨て去るべきものを識別して，スミスの現代的意義を満座の学生に向
って諄々と説かれる壇上の先生のお姿に，身のひきしまる思いをしたのは筆者だけではあ
るまい。そして，先生の講演速記を是非共，本誌に掲載させてほしいというわれわれの切
なる願いを快よくお聞き届け下さり，学生の作成した拙い速記録に，わざわざ加筆してい
ただいものが，前掲の講演記録である。
他方，天六学舎で行われた記念講演会の講師には，甲南大学教授の杉原四郎先生をおむ
かえすることができた。かつて本学の教授であった先生のスミス研究歴は古く，凡そ20年
前に執筆された「わが国のスミス研究史に関する覚え書」（『経済論集』第6巻第4号所収）
の中で，先生は今日のスミス研究の的を定められ，その後続々と研究成果を世に問われて
きたことは周知の通りである。昨年は先生にとってとりわけ多忙の年であったにもかかわ
らず，われわれの難題をご快諾下さり，夜の帳の降りた天六学舎で， 「社会科学の古典
「国富論』」というテーマのもと， 2時間にも及ぶ熱弁を振われたことは， われわれの記
憶に新しい。 18世紀という歴史の転換期に生き，市民社会の発展を予見して，時代を先取
りしようとしたスミスの，主著『国富論』の性格と特徴にふれ，それが単なる経済学の古
典ではなく，社会科学全般の古典と呼ばれるゆえんを強調された先生の講演を，紙幅の都
合で割愛せざるを得なかったのはかえすがえすも残念でならない。
岩崎卯ーに次いで本学出身の専任教員として講師に就任し，昭和5年治安維持法によ
って逮捕され大学を去るまで，経済学及び経済学史を講じていた。昭和17年，齢43オ
でこの世を去ったが，生前，『資本論読本」を著わし，雑誌『唯物史観」に寄稿する
など，在野のマルクス経済学者として活躍した彼の名も，残念ながら本学関係者の間
ですら忘れ去られようとしている。
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ところで，千里山学舎では，記念講演会の開催と同時に，本学の図書館の所蔵するアダ
ム・スミス関係の文献目録を一般に配布し，その一部を展示したが，当初われわれが，記
念行事の一環として，スミス文献目録の作成を企画したとき，それはかつて昭和35年に経
済学会資料室の名で公刊し，内外で好評を博した「アダム・スミス文献目録」（『経済論集」
第10巻第1号及び第2号所収）の補遣という形のものであった。しかしながら，それはあ
まりに唐突な計画であったため，時間的に無理なことがわかり．それの代替案として提示
されたのが，次掲の「『国富論J刊行200年記念関西大学図書館所蔵アダム・スミス関係文
献目録」であった。幸にも，図書館関係者のご助力により，この計画は実現したが，とり
わけそれはこの目録作成を直接手がけられた大国克子氏に負うところが大である。なお，
書名の後尾にある記号および数字は，断わるまでもなく，蔵書の請求番号であって，利用
者の便を考えて付したものである。
両学舎共通で行われたもう一つの記念行事は，やはりイギリスにおける「国富論』刊行
20咋記念行事として， ロンドンのチャールズ・ベーカー社の作成した「アダム・スミス
と「国富論』」という題名の映画の上映であった。映象に言語をまじえて， スミスの根本
思想を要領よく解説したこのフィルムをみながら， 50年後のスミス記念行事に思いをめぐ
らせていたのは，ひとり筆者だけではないであろう。
最後に，今回の程度の記念行事ですら，それを催すに当たり，学内外の多くの人達から
過分のご好意を得たことを付言し， 余白を借りて， その方々に謝意を表明する次第であ
る。 （戒田郁夫）
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